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呼吸器感染症 に対す るcefetamet pivoxilの 臨床効 果の検討
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細菌性 呼 吸器感 染症13例(急 性 肺炎9例,気 管支拡 張症 の 急性増 悪2例,急 性 気管支 炎1例,

胸膜 炎1例)にcefetamet pivoxil(CEMT-PI)を1回250mgな い し500mgを 原 則 と して1

日2回,14日 間 投与 し,そ の臨床 効 果 を検 討 した。 その結果 は著効7例,有 効5例,や や 有効

1例 の臨 床成 績 を得 た。 臨床検i査値 異常 と してGPTの 上昇2例,GOT・GPTの 上 昇1例 を認

め たが,い ず れ も軽 度 の もので あ り臨床 的 に問題 は なか った。 副作用 は認め られ なか った。
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Cefetamet pivoxil(CEMT-PI)は,日 本 ロ シュ株

式会社 で開発 中の 経 ロセ ファ ロス ポ リン剤 で あ り,腸

管か ら吸収 され,腸 管壁 のエ ス テ ラー ゼに よ って速や

か に抗菌 活性 を有 す るcefetamet(CEMT)に 加水 分

解 され るpro-drugで あ る。本剤 は グ ラム陽性 菌お よび

陰性 菌 に対 して広範 囲 な抗 菌 スペ ク トラム を有 し,特

に グ ラム陰性菌 に優 れ た抗 菌 力 を示 す。

今 回 は1988年3月 よ り1988年11月 まで の 間 に 当

科お よび関 連病 院 を受 診 し,同意 の得 られ た32歳 か ら

84歳 まで の細菌性 呼 吸器 感染 症 患者13例 を対象 とし

た。 その 内訳は,急 性肺 炎9例,気 管 支拡 張症 の急性

増 悪2例,急 性気 管支 炎1例,胸 膜炎1例 で あ り,主

として中等症 の患 者で あ った。

CEMT-PIの 投 与 方 法 は,1錠250mg(194mg力

価)の 錠剤 を用 い,1回250mgあ るいは500mgを 原

則 として1日2回,朝 ・夕食 後経 口投与 と し,投 与期

間 は14日 間 と した。 なお,投 与 期 間中,他 の抗生 剤 の

併用 は一切行 わなか った。

臨床 効果 は発 熱,喀 痰,咳 嗽 な どの 自覚 症状,胸 部

X線 写真,白 血球 数 血沈,CRPな どの検 査所 見 の改

善 の程 度か ら著効,有 効,や や 有効,無 効 の4段 階 で,

また,細 菌学 的効 果 は分 離菌 の消 失 の有無 に よ り陰 性

化,減 少,不 変,菌 交代 の4段 階 で判 定 した。同時に

副作 用の 有無 と本剤 使用 前後 の臨床 検査 値の変化 につ

い ての安全 性 も検 討 した。

CEMT-PIを 投与 した治 療成 績 は一 括 してTable1

に示 した。 患者 の喀 痰 よ り起炎 菌 として分 離 同定 され

た菌 種 は,5症 例 か ら Staphylococcus aureus 1株,

Klebsiella  pneumoniae 1株,  Haemophilus influen-
zae 2株, Pseudomonas aeruginosa 1株 の4菌 種 で計5

株 で あっ た。 残 り8症 例 にお いては,喀 痰 の喀出が な

か った症例 や分 離 され た細菌 が正 常細菌 叢 に属 す る,

す なわ ち起 炎 菌不 明の症例 であ った。全体 と しての治

療成 績 は著 効7例,有 効5例,や や 有効1例 であ った。

臨床 効果 を疾 患別 に検討 す る と,急 性肺 炎9例 中,

著 効5例,有 効3例,や や 有効1例,気 管 支拡張症 の

急性増 悪 は2例 と も有効,急 性気 管支 炎 と胸 膜炎各1

例 は ともに著 効 で あった。

起炎菌別の細菌学的効果は, S.aureus 1株,H.

influenzae 2株 に対 して,い ず れ も菌陰 性化 を認め た

が, K.pneumoniae 1株 に対 し て は 不 変, P.aer-

uginosa 1株 に対しては菌数減少という効果であった

(MICはTable1に 記 載)。

な お, K. pneumoniae お よび P.aeruginosa を起炎

*〒020盛 岡市内丸19-1



VOL.38 S-1
呼吸 器感 染症 に対 す るcefetamet pivoxilの 臨床 効果

351

Table 1. Therapeutic efficacy of cefetamet pivoxil in respiratory tract infections

ND: not done

菌 とした疾患 は,い ずれ も気管 支拡 張症 の 急性 増悪 で

あった。

本薬剤 投与 前後 に おけ る肝機 能,腎 機 能 の検査 値 異

常の有無 を検討 した結 果 をTable2に 示 した。GPTの

上昇2例(症 例1と11),GOT・GPTの 上 昇1例(症

例9)を 認 め たが,い ず れ も軽度 の もの で あ り,臨 床 的

に問題 はな い もの と考 え られ た。 副作用 は全 例 に認 め

られなか っ た。

経 ロセ フ ェ ム系 抗 菌 剤 に お い て は,現 在cefixime

(CFIX)やcefteram pivoxil(CFTM-PI)な どの いわ

ゆ る第三 世代 とい わ れ る β-lactamaseに 安 定 で か つ

従来 のセ フ ェム系抗 菌 剤 に比 し,幅 広 い抗菌 スペ ク ト

ラムを有す る薬 剤 が登場 した。CEMT-PIは 日本 ロ シ

ユ株 式会社 が 開発 中の 第三世 代 に相 当す る経 ロセフ ェ

ム剤 で優 れ た抗菌 力,幅 広 い抗菌 域 β-lactamaseに 対

す る安 定 性 に つ い て はNeu1)の 報 告 をは じめ 種 々 報

告 され てい る。 また,CEMT-PIは500mg(388mg力

価)の 服用 時 に最高 血清 中濃 度約6μg/ml,最 高尿 中濃

度は400μg/mlを 越 え る体 液 中濃 度が得 られ る。 さら

に血清 中濃度 の ピー ク値 は500mg服 用 時約3時 間後に

得 られ,血 清 中濃度 半減期 は約2時 間 で あ り,高 い血

清 中濃 度が持 続 す る とい う特徴 を備 えてお り2),細 菌

感染 症 に対 す る臨床 的有 用性 が期待 され る。

今 回我 々 の検 討 では,CEMT-PIを1日250mgま

たは500mgを1日2回 お よび3回,7～15日 間投与 を

行 っ たが,有 効率92.3%と 良 好 な成績 が得 られ た。細
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Table 2. Laboratory findings of patients treated with cefetamet pivoxil

*IU/1

**γ-GTP(0～16)

菌学的効果は,起 炎菌として分離同定された菌種5株

中, S. aureus 1株 お よび H.influenzae 2株 に菌消失を

認 め たのみ で,評 価 の段 階 に至 って い ないが,全 国集

計 で は呼吸 器 感染 症 に お いて73.0%の 高 い菌消 失率2)

を示 してい る。

安 全性 に 関 して も,副 作 用は まった く認 め られ ず,

臨床 検査 値 異常 として,GPTの 上 昇2例,GOT・GPT

の上 昇1例 を認め たが,い ずれ も軽度 で 臨床的 に 問題

は ない もの と考 え られ た。

以 上 の成績 か ら,CEMT-PIは 呼吸 器感 染症 の治療

薬 と して きわめ て有 用 であ る と考 え られ た。
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We investigated the clinical efficacy of cefetamet pivoxil (CEMT-PI), a new oral cephalosporin, 

in 13 patients with respiratory tract infections. CEMT-PI was given in a daily dose of 500mg, or 

1,000 mg in 2 divided doses, for 7-15 days. Clinical efficacy was excellent in 7, good in 5 and fair in 

1 patient. Slight elevations of GPT or GOT•EGPT were observed in 3 patients during the treatment, 

but no side effects were noted.


